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｢耕畜十"燃"」の連携によ玄 携 るの

な稲わら総合利用システム構築足 わ早 用 ムスb 丁

飼料稲の各部位における成分特性を解析した結果、粗飼

料適性が低い程部のバイオエタノール原料適性が高く、逆

に、バイオエタノール原料適性が低い葉身部の粗飼料適性

が高いと予想されました。この知見によれば、“耕畜，’

連携による自給粗飼料生産体系に、“燃”（バイオエタノー

ル生産）を組み込んだ、粗飼料・バイオ燃料製造が可能と

なるものと期待されます。
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図1稲わら模式図と各部位の名称

|’･稲わらの各部位の特性解析結果
表稲わら及び脱澱粉後繊維質を用いたバイオエタノール原料適性及び飼料適性の評価

I I

品種：リーフスター。飼料特性データの詳細はP44に掲載。
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脱澱粉後の繊維の成分組成

Cellulose
β,113.1,4

g1ucan
XylanAreGalLigninAsh

33.40．216．63．61．219．514．6

33．20．216．73．61．221．713．6

32．90．216．83．81．321．012．9

33．10．217．33．81．220．014．4

33．30．217．33．81．220．016．5

37．21．218．43．11．115．115．5

39．21．618．63．11．114．416．0

39．41．518．43．51．314．915．1

39．51．318．63．91．416．215．1

39．41．017．54．21．615．216．6

43．62．420．92．30．916．75．4

43．85．917．22．41．414．06．5

43．36．814．72．31．514．98．3

45．96．514．72．41．614．98．4

47．16．713．52．51．615．18．5

脱澱粉前の各原料の飼料特性

TOCCRADFNDFNFC

84.110．652．371．00．5

82.83．854．268．110．3

92.52．529．442．347．1

85．57．654．964．013．0

84．36．354．263．713．3

93．08．626．350．232．3



'2飼料稲の稗部･葉身部の選別を軸とした総合利用ｼｽﾃﾑ構築 ’

TMR原料

バｲｵ燃料用原料乙．|バｲｵｴﾀﾉーﾙバイオエタノー稗部

飼料稲

葉身部 高噌好'性粗飼料 高品質牛肉

図2飼料稲の分離による適材適所利用と「耕畜十“燃”」連携システムの構築

このシステムを生かすため、以下の3点が重要です。

1）籾品質に拘らない飼料稲の低コスト生産への取組み

2)稲わら選別と適材適所利用への取組み

3）耕畜連携システムへの燃料生産工程の組込み

プロジェクトで開発したDISC法は、稲程部を原料としたバイオエタノール製造技術として適用性

が極めて高いと考えられます。この総合利用システムは、減反により食用稲が作付されない水田、遊

休田、条件不利な湿田などを積極的に利用し、畜産農家が抱える稲わら不足や堆肥処理の問題を緩和・

解決するものと期待されます。
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